




要約:高頻度人工換気を施行いた症例の予後、主として慢性肺障害の状況について検討した。

重症例は比較的少なかったが、1 例のみ呼吸不全の進行により死亡し興味深い病理所見が

得られた。病理所見としては気管支の拡張と平滑筋の肥厚が目立ち、高頻度人工換気療法

によっても高度な圧損傷が発症し得ることが示唆された。 


